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	複合型下垂体ホルモン欠損症におけるLHX4遺伝子変異の頻度および変異LHX4機能解析／長谷川奉延　慶應義塾大学医学部小児科学教室
	転写制御因子δEF1およびSIP1のコンディショナルノックアウトマウスを用いた、下垂体前葉細胞の分化成熟過程と成長ホルモン（GH）遺伝子の発現制御機構に関する研究／東雄二郎　愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所周生期学部
	チトクロームP450オキシドレダクターゼ（POR）欠損症の分子基盤と臨床像の解明／深見真紀　国立成育医療研究センター
	レチノイン酸による胎生期下垂体におけるGH細胞の分化調節機構に関する研究／藤原　研　自治医科大学医学部解剖学講座組織学部門
	成長モルモン分泌顆粒形成に関わる新規因子の同定と解析／水谷晃子　帝京平成大学
	非カノニカルWnt経路によるFGF経路を介した長管骨伸長制御機構の解明／山本裕之　武庫川女子大学薬学部臨床病態解析学講座
	成長ホルモン産生腺腫におけるmiRNAの解析／吉本勝彦　徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部分子薬理学分野
	本邦における神経線維腫症1型の成長パターン、治療効果の検討：GH過剰症例も含めて／依藤　亨　京都大学医学部附属病院小児科
	思春期早発症の分子遺伝学的研究／主任研究者　佐藤直子（国立成育医療研究センター研究所）
	肝移植小児の成長に関する研究／主任研究者　笠原群生（国立成育医療研究センター移植外科）
	インド・タミル・ナードゥ州におけるヨード充足状況の評価／高村　昇　長崎大学医歯薬学総合研究科放射線疫学分野
	ラオス人民民主共和国首都部の妊婦におけるヨード欠乏症と、今後の展望／中澤裕美子　国立成育医療研究センター総合診療部
	GH／IGF-1測定の現状と未来に関するコンセンサスワークショップに参加して／島津　章　国立病院機構京都医療センター臨床研究センター
	－心の発達研究委員会企画－養護を必要とする児童への対応　梶原隆之　文京学院大学人間学部
	思春期と環境－発達加速現象の視点－日野林俊彦　大阪大学大学院人間科学研究科
	ターナー症候群と思春期の性発達　横谷　進　国立成育医療研究センター内科系専門診療部
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